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行動計量学会ー運営と研究の対象としてー 
馬場 康維 

 
 この度は，名誉会員にお選びいただきまして大

変光栄に存じます．名誉会員は初代理事長の林知

己夫先生のような，学術的にも学会活動にも優れ

た業績のある方が推薦されるものと思っておりま

したので，昨年９月に理事の橋本貴充先生から名

誉会員に推薦したい旨のご連絡をいただきました

時には，少し逡巡しましたが，推薦していただけ

ることはありがたいことだと思いなおして謹んで

お受けすることにいたしました．ありがとうござ

いました． 
後に，総会で報告された推薦理由を教えていた

だきました．「多数の学生を指導して，行動計量学

的視点からの統計学の普及に貢献」「西里静彦会員

とともに，国内外のシンポジウムや刊行物で行動

計量学を啓蒙」という理由が述べられており，大

変ありがたい評価をしていただいていると思いま

す．特に，国際的に活動されている西里先生との

かかわりをご紹介いただきありがたいと思う反面，

恐縮しております． 
私は，1974 年に統計数理研究所に入りました．

林知己夫先生が，統計数理研究所の所長になられ

た年です．駒澤勉先生に，日本行動計量学会に入

るように勧められ，入会したのが学会とのかかわ

りのはじまりです．多分 1975 年か 1976 年であ

ろうと思います．学会とは 40 年以上のかかわり

になります． 
1982年に国立国語研究所で第10回大会が開催

されました際に，実行委員をお引き受けしました．

国語研究所の米田正人先生も実行委員でした．内

輪話になりますが，米田先生とは，文部省所轄研

究所卓球大会で良く顔を合わせていましたので，

お顔だけは知っているという間柄でしたが，この

大会以来大変親しくさせていただいています．20
年前くらいになるでしょうか，弘前大学の佐藤和

之先生が中心になっている「やさしい日本語」研

究会に誘われて，研究の範囲が広がりました．こ

の第10回大会では，国語研の多くの人に出会え，

その後の研究にも様々な形でつながりが広がりま

した． 
日本行動計量学会に関わる，私にとって印象深

いもう一つの出来事は，事務局長をお引き受けし

たことです．杉山明子理事長の２期目にあたる，

2003年度から，2005年度の3年間です．この間

は行動計量学会にとって様々なできごとがありま

した．中でも学会にとっての一大事は，会員業務

と各種発送業務を委託していた学会事務センター

の破産です．会費預かり金，約300万円が回収の

見込みがないことになりました．幸い，文科省か

ら和文誌発行に対する補助を得られることになり，

当時の編集委員長だった吉野諒三先生に書類を整

えてもらいました． 結果的には運営上は事なきを

得ましたが， 肝を冷やすできごとでした．この当

時は，急に他学会との関係が増えた時期です．

2003年11月に日本教育社会学会，日本行動計量

学会，日本社会学会の３学会によって，社会調査

士資格認定機構が発足し，現在は，一般社団法人

社会調査協会として活動をしています．また，

2005年２月には，日本行動計量学会を含む統計関

連６学会による統計関連学会連合が発足しました． 
この間，横断型基幹科学技術研究団体連合への加

盟，日本心理学諸学会連合からの脱退など，対外

的な交渉ごとが大幅に増えた時期でもありました． 
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私は物理学の出身です．物理の学生実験で統計

学とは意識せずに使っていたものがあります．最

小２乗法による直線のあてはめです．金属棒を熱

して温度と長さの関係をプロットするとほぼ直線

にのります．直線の傾きは長さ/温度の単位を持っ

ています．傾きの逆数は，温度/長さの単位を持つ

量になります．したがって，最小２乗法で求めた

傾きの逆数を使い，金属棒の長さから温度が分か

ると思っておりました． 
物理実験の直線のあてはめは，物理法則の表現

ですから相関係数は１に近いのが当然ですので逆

数の関係が使えます．一方，統計学で使う回帰式

は，例えば身長から体重を推測する場合には回帰

式は傾向を見るものであり個体がどれだけバラつ

くのかに関心があります．ここでは，相関が１に

近くないこともあり，傾きの単位が体重/身長だか

らといって，その逆数を体重から身長を推測する

ためには使えません． 
多くの手法や理論では研究や開発のもとになっ

た現象を土台にしながらも抽象化が進むのが一般

的です．それに，その理論や手法の適用のための

アルゴリズムが開発されて，適用の条件が何であ

ったかは気にせずに使われるようになります． 
行動計量学会の特徴は，学際的なところにある

というのが私の理解です．したがって，様々な手

法の利用や理論の適用で上記のようなことが起き

ているのではないかと思います．研究の発想の遺

伝子が他分野の研究の中にどう組み込まれていく

のかというプロセスも研究対象として面白いので

はないかと思っています． 
 

馬場 康維 
（ばば・やすまさ） 
東北大学大学院理学研究科博士

課程1974 年単位修得退学．理学

博士（九州大学）．1994年統計数

理研究所研究員を経て，1997 年

統計数理研究所教授・総合研究大

学院大学教授．2008年より統計数理研究所名誉教授，総合研

究大学院大学名誉教授．その後，情報システム研究機構特任教

授，統計数理研究所特命教授，多摩大学客員教授，総務省統計

研究研修所客員教授，（公財）放射線影響協会研究参与などを

歴任．一般社団法人社会調査協会顧問．（公財）統計情報研究

開発センター客員上席研究員． 

役員異動のお知らせ 

・広報委員会 インターネット小委員会 
 委員： 
   上阪 彩香（就任） 

宇野 光平（就任） 
 
 

2022年度統計関連学会連合大会のお知らせ 
（第一報） 

運営委員長 飯塚誠也（岡山大学） 
実行委員長 小森 理（成蹊大学） 
プログラム委員長 黒田正博（岡山理科大学） 
 
1. 2022年度統計関連学会連合大会について 

2022年度統計関連学会連合大会は，応用統計学

会，日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日

本行動計量学会，日本統計学会，日本分類学会の

主催により，下記要領にて開催いたします． 
 開催場所は成蹊大学を予定していますが，コロ

ナ禍の状況を確認しつつ，開催方式については現

在検討中です．３月上旬発行予定の第二報にてご

案内の予定です． 
日程：2022年9月4日（日）−8日（木） 
9 月 4 日：チュートリアルセッションおよび市民

講演会 
9月5日−8日：本大会（一般講演，企画セッショ

ン，コンペティションセッション，ソフトウェ

アセッションなど） 
 
2. 各種企画について 
 本大会においても従来の大会と同様に，チュー

トリアルセッション，市民講演会，企画セッショ

ン（4月上旬に締め切りを設定予定），コンペティ

ションセッション，ソフトウェアセッションなど

を予定しています．何かご意見やご提案をお持ち

の方はプログラム委員会（kikaku2022(at)jfssa.jp）
までお知らせください（(at)を@に置き換えてくだ

さい）． 
企画セッションの公募は第二報（3 月上旬発行

予定）で，各種企画は第三報（5月上旬発行予定）

で，それぞれお知らせする予定です． 
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3. 一般講演や大会参加について 
 一般講演や参加の事前申込，報告集原稿提出は

今後開設するホームページ上で行います．一般講

演申込の締め切りを5月下旬（予定）とし，それ

以降に，報告集原稿提出および参加の事前申込の

締め切りを設定いたします． 発表を計画されてい

る方は予定に組み込んでいただければ幸いです．

確定した期日は，第三報でお知らせいたします． 
   

和文誌編集委員会より 
 

和文誌編集委員会委員長   

星野崇宏（慶應義塾大学） 

 
「行動計量学」若手ファーストトラックのお知ら

せとご投稿のお誘い 
 
 学会誌「行動計量学」では，若手の研究者にと

ってニーズがあると考えられる「ファーストトラ

ック」を毎年9月号での掲載に向けて継続的に実

施しております． 
 投稿時に学会員である必要がありませんので，

以下ご覧いただき，周囲の若手研究者への論文投

稿をお勧めいただけますと幸いです． 
 
【投稿条件】 
１）第一著者が次のどちらかである 
・大学または大学院の正規課程に在籍する学生で

ある 
・修士号または博士号授与から3年6か月以内で

ある 
 例）2019年3月に博士号を取得→2022年4月

の今回投稿はファーストトラックで受け入れる． 
２）投稿時には第一著者は学会員や準会員である

必要はないが，その場合は採択から一週間以内

に入会手続きを行うことを掲載の要件とする． 
３）投稿の際に在籍証明書または学位取得の時期

を証明するもの（学位記のコピーや修了証明書

など）を提出して頂き，要件を満たすもののみ

投稿を受理する． 
４）編集委員会の負担軽減のため，毎回最大8本

に限定し，8 本投稿された時点でファーストト

ラックとしての受理を停止する． 

５）行動計量学にふさわしい実証研究や方法論研

究であれば分野は問わない． 
 
【スケジュール】 
第 49 巻 2 号 2022 年 9 月号に向けたスケジュー

ルは以下の通りとします． 
2022年4月17日 締め切り 
＊但し委員会の査読の負担を軽減するために各回

8 本以内に限定し，8 本を超えた時点で締め切

りを待たず受理停止します． 
＊和文誌「行動計量学」の査読範囲外と判定され

るものは1週間以内に差戻の決定をご連絡しま

す． 
2022 年 5 月 26 日 一回目査読結果（不採択 or
修正再審査or修正採択or採択） 

2022年6月末     再投稿締め切り 
2022 年 7 月 19 日 二回目査読結果（不採択 or
修正採択or採択） 

2022年8月4日  再修正投稿締め切り 
2022年8月11日 採択通知・入稿 
2022年9月中   掲載論文出版 
 
【連絡先・投稿先】 
日本行動計量学会和文誌編集委員長 
慶應義塾大学 星野崇宏 
hoshino@econ.keio.ac.jp 
 
 

運営委員会より 
 

第24回春の合宿セミナー 参加者募集中！ 

実行委員長 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 
第 24 回春の合宿セミナーをオンライン（リア

ルタイム・LIVE型／復習オンデマンド配信あり）

で開催します．テーマは「統計的因果推論」です．

講義では統計的因果推論の基本的な考え方から，

応用でよく用いられる方法についての理論，そし

て，実際に統計環境Rで実行する方法まで取り上

げます．現在，参加者募集中です．学生，社会人

実務家から教員の皆様まで，幅広いご参加をお待

ちしております． 
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＜開催基本情報＞ 
開催日時： 2022年3月26日（土）～ 3月27日

（日）（2日間） 
開催方法：オンライン（リアルタイム・LIVE 型

／復習オンデマンド配信あり） 
内容：「統計的因果推論入門」 
講師： 長崎大学 情報データ科学部 准教授 高橋 
将宜 

参加費: 準会員（学生）：4,000 円，学生非会員：

10,000 円，正会員（一般）：8,000 円，一般非

会員：18,000 円 
・非会員の方は，今回，2022 年 3 月 12 日（土）

までに入会申し込みをされますと，会員価格が

適用されます．正会員，準会員は会員情報確認

のため 3 月 21 日（月）までにお申込みくださ

い． 
 
セミナー詳細と参加申込： 

https://spring24.peatix.com 
---------------------- 
＜第24回春の合宿セミナー実行委員会＞ 
実行委員長：土田潤（同志社大学 文化情報学部） 
副実行委員長：芳賀麻誉美（大阪経済大学 経営

学部） 
実行委員：分寺杏介（(株)ベネッセコーポレーシ

ョン ベネッセ教育総合研究所） 
実行委員：武藤拓之（京都大学 こころの未来研

究センター） 
会計：大森拓哉（杏林大学 保健学部） 
相談役：山本倫生（岡山大学 大学院環境生命科

学研究科） 
 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長         

鈴木 讓（大阪大学） 

 

Webページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申請，

他学会からの依頼で会員に有益な情報を Web ペー

ジに掲載する，もしくはメールで配信しています（両

方の場合もある）．同時にSNS での発信も行ってい

ます． 

メールニュースの配信 

 2021 年11 月-2022 年1 月度のメールニュース

（通）の内訳は以下のようになります． 
 

 11月 12月 1月 
本学会 50周年 

記念論文 
会報記事 会報記事 

岡太研究助成 
和文誌募集 

公募（求人，

研究費） 
2件 2件 1件 

関連学会・ 
イベント 

3件 6件 1件 

計 6件 4件 5件 
 

 

学会 Facebook/twitterをフォローしよう 

twitterでは，学会主催行事（大会，シンポジウム，

秋・春のセミナーなど），新着論文（和文，英文）の

タイトルなどを発信しています．  
https://twitter.com/bms_pr 

2022年2月1日現在，フォロワー数は645（3ヶ月

間で33増）です．Facebookでも，学会主催行事な

どについての情報を掲載しています． 
https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 
「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」をぜ

ひともお願い致します． 
 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡する

以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求人，

研究費など），関連学会（イベント他）など，他の会

員に有益な情報を発信しています．広報依頼の受付

のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員の著

書など」に掲載する書籍の情報がございましたら，

同じサイトからお申し込みください．その際に，そ

の書籍の画像ファイルを入力していただくことにな

ります． 
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【シリーズ海外レポート㉚】 

国際学会での忘れられない出会い 
 

久保沙織（東北大学） 

はじめに 

研究休暇による海外滞在の経験もなく，国際学会

への参加経験も決して豊富でない私に，この海外

レポート執筆の白羽の矢が立ったことは正直意外

で，戸惑いました．前期より継続して広報委員会

会報小委員会の委員を務めさせていただいていま

すが，海外レポートのコーナーは，広報委員のメ

ンバー紹介という意味合いも持っているというこ

とをお伺いし，僭越ながらお引き受けすることに

いたしました．このお話をいただいた当初は，海

外経験の乏しい私に何が書けるだろうかと頭を抱

えましたが，ふと思い浮かんだのが，国際学会へ

の参加を通して生まれたとある偉大な研究者との

交流でした．本稿では，そのことを中心に，これ

まで参加した国際学会での体験を振り返りたいと

思います． 
 

Roger E. Millsap氏との出会い 

 私が専門とする心理統計学の領域での主要な国

際学会はPsychometric Society であり，その学術集

会である International Meeting of Psychometric 
Society（IMPS）にはこれまでに6 回参加しました．

いわゆる“国際学会デビュー”は，修士課程 1 年だ

った2007 年でしたが，この年の IMPSは東京開催

でした．その後は少し間が空いて，“国際学会海外

デビュー”は IMPS が香港で開催された 2011 年の

ことでした．博士後期課程在学中であった当時の

私は，構造方程式モデリング（structural equation 
modeling; SEM）の枠組みで，多特性多方法

（multitrait-multimethod; MTMM）データを分析す

るためのモデルについて研究していました．2011
年の IMPS ではポスター発表でしたが，初めて海

外で参加する国際学会で緊張していた私に，気さ

くに話しかけてくださり，熱心にアドバイスをく

ださった人物がアリゾナ州立大学の Roger E. 
Millsap 氏でした．Millsap 氏は，測定不変に関する

研究の第一人者として知られていますが，MTMM
データに対する加法モデルを対象とした研究業績

も複数あり，そのうちのいくつかを実際に先行研

究として読んでいましたので，Millsap 氏から直接

声をかけていただいた時の驚きと喜びは今でも鮮

明に覚えています． 

 
写真1. IMPS2011の会場であった香港教育学院 

 

 帰国後，Millsap 氏とは何度か e-mailのやり取り

をさせていただきました．オンラインで入手でき

なかった彼の論文の抜刷りをエアメールで送って

くれたり，MTMM データに対する加法モデルの

識別に関する質問に詳しく答えてくれたりと，い

つも丁寧に対応してくださり，研究の道筋を示し

てくれました． 
 

突然すぎる別れ 

 その後，IMPSでは，アメリカ合衆国を2 回（ネ

ブラスカ州とウィスコンシン州），ヨーロッパを2
回（オランダとスイス）訪れました．Millsap 氏の

訃報を知ったのは，2014 年にウィスコンシン州マ

ディソンで開催された IMPS のプログラムを目に

した時でした．そこには，“In Remembrance of Roger 
Millsap（Roger Millsap を偲んで）1954 - 2014”とい

う追悼の意と共に，笑顔のミルサップ氏の写真が

掲載されていました．59歳という，あまりに早す

ぎる，突然の別れでした．Millsap 氏は，2007 年か

ら亡くなるその時まで，Psychometric Society の学

会誌である Psychometrika の編集長を務めていま

した． 
 “国際学会海外デビュー”での Millsap 氏との出

会いは，国際学会で発表することに対する不安を

払い除けるだけのポジティブなイメージを私に抱

かせてくれ，その後の研究活動における自信にも

つながりました．とは言いつつも，英語能力の壁

もあり，国際学会で海外の研究者たちに自ら話し

かけて議論を展開するといった思い切った行動は，
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まだまだできそうにありません．しかし，国際学

会は，世界的に著名な研究者たちに生（ナマ）で

会える数少ない場であり，「文献で頻繁にお名前を

拝見しているあの研究者はこんな方だったのね！」

と心の中で思いながら発表を聴くことがミーハー

な私の密かな楽しみ方です． 

 
写真2. IMPS2014のプログラムより 

 
その土地を知るという楽しみ 

 国際学会への参加は言うまでもなくアカデミッ

クな活動ですが，日程の合間を縫って観光に繰り

出し，その土地を知る，というのも，私にとって

は国際学会の楽しみ方の1つです．2011年の香港

は，煌びやかで近代的なビクトリアハーバーから

の景色が印象的で，食べ物が美味しく，特に本場

の海老ワンタン麺とマンゴープリンのクオリティ

には衝撃を受けました．2012 年と 2014 年はいず

れもアメリカ合衆国での開催で，それぞれネブラ

スカ大学とウィスコンシン大学が会場となってい

ました．そこでは，街全体がキャンパスと言って

も過言ではないようなスケールの大きさに圧倒さ

れ，アメリカらしさを肌で感じられました．そし

て，2013 年のオランダ，2017 年のスイスは，歴史

あるヨーロッパの街並みの美しさが印象的でした． 

 

写真3. ネブラスカ大学の附属博物館にて 

 

写真4. ウィスコンシン大学のキャンパス内風景 

 

 

写真5. オランダで出会った馬車 

 

 

写真6. 夕暮れのチューリッヒ 
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まとめに代えて 

 私は，2017 年の IMPS以降，国際学会への参加

から遠ざかってしまっていました．この原稿を執

筆する過程で，国際学会での経験のかけがえのな

さを改めて実感しました．新型コロナウイルス感

染症の感染拡大の影響で，この 2 年ほどはオンラ

インでの開催に切り替えている国際学会も多いの

ではと思いますが，研究のための自己研鑽という

目的において海外での経験は有意義なものですし，

現地に足を運んでしか得られない体験が必ずある

と信じています．国境を越えた移動のハードルが

下がり，国際学会等，海外への往来が自由にでき

る日が，また一日でも早くやってくることを願う

ばかりです． 
久保 沙織 

（くぼ・さおり） 
東北大学高度教養教育・

学生支援機構 准教授 

2014 年早稲田大学院文学研究

科博士後期課程単位取得退学，

2015年博士（文学）. 早稲田大

学教育・総合科学学術院助手，同大学グローバルエデュケーシ

ョンセンター助教，東京女子医科大学医学教育学講座助教を経

て 2020 年より現職．専門は心理統計学．2018 年より日本行

動計量学会広報委員会委員． 
 
 
 
 
2021年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2021年9月1日（水）13:00～13:45 

場所：杏林大学／オンライン 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

 

2. 大会開催校代表挨拶 

 杏林大学の大瀧純一学長より，事前収録による

挨拶があった． 

 

3. 学会理事長挨拶 

 狩野理事長より，挨拶があった． 

 

4. 議長選出 

 文教大学の櫻井宏明会員が選出された． 

 

5. 報告および議事 

(1) 2020年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，2020年度事業報告および決

算報告が行われた．続いて，村上監事より，決算

報告について 2021 年 6 月に監事 2 名の回覧によ

る監査を行い，事実に相違ないこと，理事会およ

び各種委員会は適切に運営されていることが報告

され，すべて承認された． 

(2) 2021年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，2021年度事業計画および予

算案の説明があり，承認された． 

(3) 会則改正 

 狩野理事長より，会則第12条の改正について説

明があり，承認された． 

(4) 名誉会員推薦 

 山岡学会賞選考委員長より，理事会が推薦する

馬場康維会員，松原望会員，丸山久美子会員，米

田正人会員が紹介され，承認された． 

 

6. 柳井レクチャー 

 吉野柳井レクチャー委員長より，講演者の村上

隆会員が紹介された． 

 

7. 学会賞授与 

 山岡学会賞選考委員長より，学会賞受賞者とそ

の授賞理由の報告があった．功績賞を今泉忠会員，

優秀賞を宮崎慧会員，奨励賞を土田潤会員，出版

賞を足立浩平会員に授与することが発表された．

なお，賞状は郵送で，副賞は銀行振込で授与され

る． 

 

8. 次期大会開催校代表挨拶 

 次期の森大会実行委員長より，第 50回大会は，

文教大学東京あだちキャンパスで開催予定である

ことが報告された． 

 

9. 大会実行委員長挨拶 

 吉田大会実行委員長より，挨拶があった． 

 

10. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった．  



日本行動計量学会2020年度決算
収入

I羅雰…
|前年度事業未払繰越金
|学会費
|学会費(次年度以降前受け分）
I学会誌売上金
|広告費
|預金利子
|Behaviormetrika印税
|著作権料
雑収入

|各委員会からの返還金等
……”崩し
|事務局整備積立金取り崩し
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計

各委員会からの返還金等
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201 41 1 21 1

1 ,058,1261 1 ‘058, 1261 012019年分
8,000! 8,0641 641MedicalOnl ine
O‘ 57,609~ 57,6091第48回大会実委からの寄付､逝去会員ご家族からの寄付
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l消耗品費 _ 5.000i 4,901 4991文房具(学会賞の賞状関連) |!
|会合費 220Ⅲ000！ 72961 △212,7042019年度欧文誌編集委 I
|雑費一 30,0001 43,658 13,658i振込手数料､振替票発行料
|インターネットバンキング利用料l 26,5001 26~400 41001学会名義の銀行口座
|学会誌保管料等 88,000i 88,0001 01
1J-stageデータ作成 150,0001 119,020 A30,9801和文46-2･47-1

1大会運営費 550,0001 4151682 △134,3181第48回大会業務委託基本料
|大会準備金 300,0001 300000 01第49回大会分

|予備費 5203,051 1 241781 △4961 ,2701欧文誌OA化の学会負担分､春のセミナー準備金(20万円) |
|各種分担金 300001 30,000 01統計関連学会連合3万円
1会員名簿作成 01 0 01
1学会活動積立今 01 0 01
事務局整備積立金 01 0 01

学会賞基金積立金 150|OOOi l50,000 0I功績賞10万円､優秀賞5万円
1~会員名簿作成費積立金 01 01 0

1カード手数料 ~ |, 150: 1 45:| ｡105:|会費納入手数料その他 ~ 0 01 01

壁琴雲窪霊…金 01 0’ 01

1聖驫塵会禦驫慈茎一一一一籍___ － 94匁0Z7__2,141,0Z71_ _－－．－－－ー…－－．－－"－－－_一
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~~

■

王
支出 ｜ 収入特別会計(別口座）~~~~~ ~ ~~~~ ~ 期首 ’ 塑丞

責賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
ｳ

1

1

Ⅱ

’学会賞基金(林知己夫賞） 151,320円 150,024円 2,706,050円2,707,346円
15万円を一般会計より積立

l

ﾄ

26円’ 66;345円i 奨励賞3万円1名

0円’ 397,450円|出版賞5万円1件 一 i
0円’ 496,760円l実施せず
50円’ 5‘937,798円I

8円 817,206円i

l科研費返還で発生した支出入を含む ‘
2,981 ,269円 6,156,703円振込手数料660円を2021年度一般会計i

lより補填予定

3,599,780円； 0円i国際情報発信強化(2018～2022年度） ‘
一割 2,092,942円ISpringer印税のご寄付

科研費返還で発生した支出入を含む

振込手数料660円を2021年度一般会計
より補填予定

2,981 ,269円 6,156,7031出

|学会賞基金(肥田野･水野賞）
|学会賞基金(杉山實）

|柳井レクチャー基金
|学会活動積立金
|会員名簿作成費積立金

|事務局篝備積立金事務局整備積立金

州
一
》
｜
昭
一
昭
一
昭

96,979円！

448,110円’
496760円’

5,93ス748円’

817, 198円’

ロ

3,01 1 ,526円6, 186,960円

2,042766円’ 5,642,546円
2,000,000円’ 0円
一
一

日本行動計量学会 自2020年4月1日
至2021年3月31日

会計監査の結果､事実の通り、相違ないことを証します。

2021年6月 ノ8日 監事

雫塞， 北陸②
丙

碕

I報筈



収入 2021年度予算 2020年度実績 予実差異
前年度繰越金 9,141,077 6,202,905 △ 2,938,172
前年度事業未払繰越金 0 930,662 930,662
学会費 5,800,000 5,899,000 99,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,800,000 2,243,000 443,000
学会誌売上金 100,000 113,000 13,000
広告費 360,000 750,000 390,000
預金利子 40 41 1
Behaviormetrika印税 1,819,376 1,058,126 △ 761,250
著作権料 8,000 8,064 64
雑収入 0 57,609 57,609
各委員会からの返還金等 0 2,909,343 2,909,343
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 19,028,493円 20,171,750円 1,143,257円

支出 2021年度予算 2020年度実績 予実差異
前年度事業未払分 0 930,662 930,662
学会誌制作費和文誌48-2 1,200,000 1,712,310 512,310
学会誌制作費和文誌49-1 1,200,000 729,529 △ 470,471
学会誌制作費欧文誌49 2,750,000 2,750,000 0
シンポジウム・セミナー費用 300,000 0 △ 300,000
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 100,000 100,000 0
学会事務委託費 1,800,000 1,977,342 177,342
印刷費等 5,000 0 △ 5,000
会報発行費 880,000 819,360 △ 60,640
欧文誌郵送費 11,000 10,096 △ 904
通信費 30,000 25,571 △ 4,429
インターネット利用料 10,000 98,615 88,615
消耗品費 5,000 4,901 △ 99
会合費 50,000 7,296 △ 42,704
雑費 50,000 43,658 △ 6,342
インターネットバンキング利用料 26,400 26,400 0
学会誌保管料等 88,000 88,000 0
J-stageデータ作成 600,000 119,020 △ 480,980
大会運営費 500,000 415,682 △ 84,318
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 8,491,593 241,781 △ 8,249,812
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 1,500 450 △ 1,050
その他 0 0 0
当年度事業未払繰越金 0 0 0
次年度への繰越金 9,141,077 9,141,077

計 19,028,493円 20,171,750円 1,143,257円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,706,050円 150,000円 150,000円 2,706,050円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 66,345円 30,000円 0円 36,345円
学会賞基金（杉山賞） 397,450円 50,000円 0円 347,450円
柳井レクチャー基金 496,760円 100,000円 0円 396,760円
学会活動積立金 5,937,798円 0円 0円 5,937,798円
会員名簿作成費積立金 817,206円 130,000円 0円 687,206円

事務局整備積立金 6,156,703円 0円 660円 6,157,363円

科学研究費補助金 0円 1,766,780円 1,766,780円 0円

岡太研究助成 2,092,942円 0円 0円 2,092,942円

日本行動計量学会 自 2021年4月1日
至 2022年3月31日

2022年度より運用開始予定

第50回大会分

2020年度科研費返還の振込手数料を一
般会計より補填

ドメイン名維持費

和文、欧文、運営（各15万円）

第49回大会業務委託基本料、Web運営費用

学会賞関係文房具

奨励賞3万円1名

研究部会2件（各5万円）

備考

和文47-2以降、大会抄録集(第44回大会以降）

学会名義の銀行口座

実績は和文47-2

会報4号分

実績は和文48-1
250万円＋消費税10%

セミナー準備金40万円（1回20万円x2）を含む

講演者1名10万円

統計関連学会連合3万円

日本行動計量学会2021年度予算
備考

1号あたり3ページ

滞納分支払いを含む
前受け分

2020年分

国際情報発信強化（2018～2022年度）、
2019年度繰越分966,780円、2021年度交
付分800,000円

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

名簿作成

備考

功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

出版賞5万円1件
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理事会議事録 
日本行動計量学会 2021年度第 3回理事会議事録 

 

日時：2021年8月19日 (木) 14:00～15:20 
場所：オンラインによる開催 
議事進行：狩野裕理事長 
理事出席者：足立浩平，岩崎学，植野真臣，宇都

雅輝，大森拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，狩野

裕，菊地賢一，小杉考司，椎名久美子，繁桝

算男，清水昌平，清水裕士，鈴木讓，竹村和

久，中山厚穂，南風原朝和，芳賀麻誉美，橋

本貴充 (書記)，藤田泰昌，星野崇宏，山田

剛史，横山暁，吉野諒三 (25名)，委任状3
名 

監事出席者：村上隆 
陪席者：吉田清隆 (第49回大会実行委員長) 
資料 

1. 2021年度第2回理事会議事録案 
2. 総会関係 

2-1. 総会の進め方 
2-2. 総会議事次第 
2-3. 2020年度事業報告 
2-4. 2020年度決算 
2-5. 2021年度事業計画案 
2-6. 2021年度予算案 
2-7. 会則改正案 

3. 和文誌編集委員会報告 
4. 欧文誌編集委員会報告 
5. 広報委員会報告 
6. イノベーション委員会報告 
7. 入退会リスト 
8. 協賛依頼 
9. 第49回大会準備状況報告 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権27名 (理事出

席24名，委任状3名) であり，理事会が成立して

いることが確認された． 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2021 年度第 2 回理事会

の議事録が承認された． 
2. 第49回大会 

吉田大会実行委員長より，資料9にもとづき，

開催形式が全面オンラインになったことを8月

6日に大会webページで告知して，その後，参

加申込者と会員にメールで周知したこと，およ

び，事前入金者宛に大会抄録集を開催前に送付

する際の送り状でも周知する予定であることが

報告された．現時点でのチュートリアルセミナ

ー参加申込者数，大会参加申込者数，発表件数

が報告された． 
3. 第50回大会 

竹村大会担当委員長より，第 50 回大会は文

教大学東京あだちキャンパスで行うことが提案

され承認された． 
4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 2-1 にもとづき，オ

ンラインで開催する今年度の総会に関して，会

員への周知方法や議論・承認の方法等が説明さ

れた．資料 2-2 にもとづき，総会の議事が説明

された．名誉会員の承認は一括で得ることとな

った． 
5. 各委員会報告 
・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料3にもとづ

き，現在の審査状況，特集号の予定が報告され

た． 
植野欧文誌編集委員長より，資料4にもとづ

き，Vol.48 No.2の内容，Impact Factor取得に

向けての現在の状況，現在の審査状況，Special 
Issueの予定が報告された． 

・運営委員会 
芳賀委員長より，2021年秋の行動計量セミナ

ーの準備状況が報告された． 
・広報委員会 

鈴木讓委員長より，資料5にもとづき，会報

の発行状況が報告された．会員の専門分野の対

象分野と方法論の見直しが提案され，広報委員

会に窓口を作り要望を寄せることとなった．国

立国会図書館のインターネット資料収集保存事

業に関して，2020 年度第 3 回理事会で承認さ

れた通り，日本行動計量学会のwebサイトのう

ち一部を収集から除外し，許諾したことが報告

された． 
・柳井レクチャー委員会 

吉野委員長より，9 月 1 日の柳井レクチャー

で村上隆会員が講演する旨の案内があった．ま

た，柳井レクチャーでの積極的な質疑が呼びか

けられた． 
・イノベーション委員会 

岡太委員長より，資料6にもとづき，学会創

立 50 周年記念論文集の刊行が提案され承認さ

れた． 
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・統計関連学会連合 
岩崎担当理事より，今年の連合大会の準備状

況が報告された．来年の連合大会は成蹊大学で

開催予定であることが報告された． 
・事務局 

菊地事務局長より，資料7にもとづき，入会

の申請について報告があり，すべて承認された．

資料8にもとづき，協賛の依頼があったことが

報告され，承認された． 
6. その他 
・狩野理事長より，科研費小委員会が結成され，

植野理事が委員長となったことが報告された．

植野委員長より，昨年度および現在までの

Behaviormetrikaに関する科研費の執行状況と，

今後の見通しについて報告された． 
・次回理事会は 10 月下旬にオンラインで開催予

定． 
以上 

 

日本行動計量学会 役員選出に関する細則 

 

(総則) 
1. 本会の役員の選出および委嘱は，会則のほか，こ

の細則の定めるところによる． 
2. 理事の定員は，当分の間30名以内とする．その中

の25名は正会員・シニア会員の選挙による． 
選挙された25名の理事が構成する理事会は，必要

と認める場合，その合議により 5 名以内の理事を

随時追加することできる． 
3. 監事は 2 名とし，正会員・シニア会員の選挙によ

る． 
4. 何人も，理事と監事を兼ねることができない． 
5. 理事長は，選挙された25名の理事がその中から互

選する． 
6. 各種委員は，関係する委員会等が，会員の中から

選出し，理事会の承認を経て，委嘱する．ただし，

関係する委員会等に特別の事情がある場合には，

必要に応じて非会員から選出し，理事会の承認を

経て，委嘱することができる． 
7. 役員の任期は，すべて，理事および監事の選挙が

行われた年の翌年の4月1日に始まり3年後の3
月31日に終了する．なお，中途就任の役員の任期

も上に定める3月31日に終了する． 
 

(理事および監事の選挙) 
8. 理事および監事は，郵送による無記名投票とする． 
9. 選挙を公正かつ円滑に進めるため，理事会は選挙

管理委員会を設置し，選挙の管理を委任する．ま

た，会員は，その正確な住所を常時事務局に明ら

かにしておかなければならない．住所不明ないし

住所不正確のため，10項に定める選挙人が投票用

紙の郵送を受けなかった場合，選挙管理委員会は

その責を負わない． 
10. 理事および監事の選挙人および被選挙人は，選挙

を行う年の4月1日現在における正会員・シニア

会員であり，かつ選挙管理委員会が別に定める日

まで引き続き正会員・シニア会員である者に限ら

れる． 
11. 選挙実施の細部については，別に選挙管理委員会

規定を定める． 
(当選人の就任) 
12. 理事および監事の当選人は，原則として，その就

任を辞退できない．やむをえない事情で就任でき

ない場合には，理事は欠員のままとし，監事は次

点者を繰り上げて当選人とする．また，任期中に

欠員が生じた場合には，理事は欠員のままとし，

監事は次点者を繰り上げて補充する． 
(理事長の選出) 
13. 理事長は，理事当選人の第1回の会合で互選する． 
14. 理事長の選出は，委任状提出者を含む出席理事当

選人の単記無記名投票により，最高位得票者を当

選人とする．ただし，会則第12条により，この選

出の前 2 期にわたり理事長を務めた理事当選人に

対する投票は無効とする． 
(理事の追加) 
15. 選挙された25名の理事による理事会が，その合議

により5名以内の理事を追加する場合，専攻分野，

地域分布などについて選挙された理事とのバラン

スを考慮して選ぶものとする． 
 

* 平成12年10月8日；6条，12条を改正 
* 平成18年11月20日；「シニア会員」について，2，

3，9，10条を改正 
* 平成25年4月22日；14条を改正 
* 令和3年11月10日；14条を改正 
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学会協賛イベントについて 
     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2022年 
1月31日 

第４回WiDS 
Tokyo@Yokohama 
City University 

2022年 
3月8日 

（2021 年8月20日～2022年1 月31日承認の

もの） 

 
 

会員の著書等 

 
中原孝信（編）生田目崇ほか（分担）『マーケテ

ィングデータ分析（Pythonによるビジネスデー

タサイエンス3）』，朝倉書店，2021年9月 
 

 
 
河村和徳（著）『電子投票と日本の選挙ガバナン

ス―デジタル社会における投票権保障』，慶應義

塾大学出版会，2021年9月 
 

 

河村和徳・岡田陽介・横山智哉（編著）『東日本

大震災からの復興過程と住民意識―民主制下にお

ける復旧・復興の課題』，木鐸社，2021年10月 

 
 
松原望・森本栄一（著）『わかりやすい統計学 

データサイエンス基礎』，丸善出版，2021年11
月 
 

 
 
鈴木讓（著）『機械学習のためのカーネル100問 
with Python（機械学習の数理100問シリーズ

8）』，共立出版，2021年12月 
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会員からのお知らせ 

猪口 孝（桜美林大学アジア文化研究所） 
 
私は長いこと当会会員で，出版賞を受け，その

上，名誉会員をいただく栄誉を預かっています．

この度， The World Association for Public 
Opinion Research という世論調査研究学会から，

the Helen Dinerman Award を授与されました． 
これも日本行動計量学会での経験学習の上での

ことと承知し，日本行動計量学会には感謝の言葉

もありません．日本行動計量学会がまだ設立され

る前から，故林知己夫博士（国立数理研究所），故

池内一教授（東京大学新聞研究所）に対してはそ

の学恩に深く感謝しております．日本行動計量学

会誕生前の「勉強会」で大変お世話になった故柳

井晴夫教授にも花束を手向けます． 
賞が設立された 1981 年以来，錚々たる方々が

授与されています．設立40周年記念の2021年に

私は賞を頂きました．私の関連分野でいいますと，

たとえば統計学者（Louis Guttmann, Hans 
Zetterberg），心理学者（Percy Tannenbaum），

社会心理学者（Philip Converse, Elizabeth 
Noelle-Neumann），社会学者（Robert Merton, 
Seymour Martin Lipset, Willem Saris），政治学

者（Juan Linz, Ronald Inglehart, Sidney Verba）
のような方々です． 
私が考えるような世論調査を当時文部省の科学

研究費のスキームではなにも出来ず，アジア・バ

ロメーター発案の 1979 年から 20 年余り，「ゴド

ーを待ちながら」費やしました．幸い，中央大学

で法学部と総合研究開発機構のおかげで，欧亜民

主主義世論調査（2000-2005）を科学研究費で実施

し，英文学術研究書も3冊刊行しました．さらに，

アジア・バロメーター「生活の質」世論調査（2005-
2009）を科学研究費で実施しました．英文学術研

究書刊行は故郷の公立大学学長になり，20年余り

の「ゴドーを待ちながら」の再来かと危ぶみまし

たが，2017年から桜美林大学のお世話になってか

ら，この5年間で英文学術研究書の執筆刊行に専

念しました．さらに，2013年から多国間条約参加

態様の研究を始め，主権国家が果たす二つの役割，

国内社会の市民の選好と地球市民の選好をどのよ

うに折り合いをつけて多国間条約に参加・不参加

を決めるかを研究し，2021年までに4冊執筆ほぼ

完了し，うち2冊の英文学術研究書を刊行しまし

た．世論調査研究は共同作業を多く伴います．共

同研究を支えてくれた多くの方々，そしてその施

設を最大限に使用させて頂いた東京大学東洋文化

研究所，中央大学法学部・総合研究開発機構，新

潟県立大学，とりわけ桜美林大学アジア文化研究

所・総合研究開発機構には満腔の謝意を表します． 
 最後になりますが，札幌農学校の「ボーイズ・

ビー・アンビシャス」の最後の挨拶で有名なクラ

ーク氏は当時51歳，今でいえば多分70歳を超え

ていますが，その発言の最後は，「・・・インクル

ーデング・ディス・オールド・マン」と付け加え

ています．私も80歳が近づいているなかで，南北

戦争の退役軍人，クラーク氏の気持ちが少しわか

るような気がします． 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa
ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 172 号                                 2022 年 3 月 1 日 

14 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 
（ISSN）1349-6964（electronic version） 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧文

誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計量

学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）に

遡って電子化し，JST で運用している電子アーカ

イブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公開）

しております．電子アーカイブ化・公開には，創

刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公開）

の同意を論文著者から得る必要があります．1999
年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通り JSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2022年1月31日現在） 

正会員       ： 808名 （海外4含む） 
準会員       ： 116名  
名誉会員      ： 26名  
賛助会員      ： 23社  
シニア会員     ： 36名  
計         ： 1009名  
学会誌等寄贈先 ： 4件  
 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 
 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）など，会員の皆様から原稿を募集しておりま

す．広報依頼の受付のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著者・

訳者が対象となっています．本会報の「会員の著

書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を

出版されたことをアピールできる数少ない場であ

ると思いますので，優れた書籍の推薦や情報など

をお寄せ下さいますようお願いいたします．な

お，会員の方がご自身で出版された著書について

ご連絡いただく際には，書誌情報とともに（出版

社から入手した）書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号173号の場合には4月末

日）にお寄せいただければ，直近号に掲載するこ

とが可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させていた

だきますのでよろしくお願い申し上げます． 
不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
編集後記 
年度末のお忙しい中，今号に寄稿いただいた皆

様に，この場を借りて御礼申し上げます．ありが

とうございました．  

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要望，

その他会報に掲載すべきと思われる情報などござ

いましたら広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 
より，ご連絡下さい．ご寄稿をお待ちしておりま

す． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，

稲水伸行，岩間徳兼，上野雄史，

岡田陽介，久保沙織，水師裕， 

鈴木宏哉，登藤直弥，袰岩晶， 

元山斉 

相談役：尾崎幸謙 
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